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1 . は じめに

薬学系で は留学生 の 日本語使用率が高い と先行研究 ( 村岡他2003
2 )
な ど) で言わ れて い る ｡ 富

山医科薬科大学で も,

`薬学部の 留学生 に専門日本語教育 の必要性が高い こ とを日頃か ら感 じて い

る ｡ そ こ で , 薬学専門日本語教育o) た め に必要
.
とな る語嚢リス ト と シ ラ バ ス の 作成 を目指 し,

2003 年 日本薬学会 の 要旨集を基 に ,
薬学日本語 の 基礎的な語嚢研究を始 めた｡

2 / 調査方法

20 03 年度春 の 薬学会の 要 旨集を資料 と して , 3670 の 要旨か ら無作為 に120 を抽出 し原資料と し

た｡ 日本薬学会は; 医療学, 生化学 ,
生物物理 , 薬剤工学な ど, 生物学系か ら工学系ま で幅広 い

領域を も? 学会で卒る｡ 学会で 発表さ れて い るすべ て の分野を対象と して抽出したの で , 分野の

片寄りは比較的少ない と思われ る｡

文を理解する上で ,
主要部で ある述語, 主と して 動詞の意味が わか る ことが必須であると考ネ,

まず, 動詞 と動詞 由来の 複合辞を抽Eb .

して 分析 した.

文章中か らそのままの 形で 取り出した動詞 は, 語尾変化 ･( 否定形 , 受 け身軌 - て いる等) 杏

取り ,
すづて終止形の 形で 見出し語を つ けて分類した｡ ｢ 保存栽培する｣ ｢ 高濃度単回作用する｣

と い う よう に ,
｢ する｣ の前の 部分が漢語の 2 形東夷以上 の もの 時., 後

ろ の 1 形態 熟字 ｢ する｣

を つ けた もの を見出し語と した｡ こ の 場合 は ｢ 栽培す る｣.
｢ 作用する｣ とな る｡ ｢ グ ラ フ化する｣

｢ 固定化する｣ .
な ど は ｢ - 化する｣ を見出し語と した ｡ 複合動詞 は, 全体 と して語数が少なか っ

た ため
,

･

複合 した形 で見出し語と した ｡

3 . 全体結果と考察

3 .
1 .

■
概観

今回, 分析対象と な っ た語数は, ( 表 1 ) に挙げた3778 TE
ll
ぁる
■
｡

∴動画と して 分析さ.n たの は310 1 語で ある ｡ 延
べ 語数 で, 活用がサ 行変格活用 ( 日本語教育で 言

う 3 グ ル ー プ) に な る ｢ する動詞｣ が5 1 .7 % , ｢ 用 い る｣ な どの 和語系の 動詞が48 .3 % で 約半数

ず つ を 占めて い た｡ ｢ する動詞｣ と は ｢ する｣ の 前に 補語が直接 つ い て い る もの で , 例えば ｢ 検

討する J テ ス トする｣ な どで あり, 補語 は漢語 ばか り で は な い ｡

助詞に 動詞が つ い た形 の うち , ｢ に お い て｣ ｢ に つ い て｣ 等 の 中に 含まれ る ｢ おく｣ ｢ つ く｣ 等
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は動詞で あるが , 動詞と して の 働きを失 い ,
全体と して 助詞 に相当する意味を表 して い る の で ,

｢ 助詞相当の 複合辞｣ と呼 び, ( 表 1 ) の 5 種 9 形態を別に 分析する こ とと した
注1 )

｡ 助詞相当の

複合辞 は, 動詞形を含む語全体の 17 .9 % で あ っ た｡

( 表 1 ) 動詞 の 種類

分析対象

3 7 78

1 00 %

動詞

3 10 1 8 2 .1 %

｢ する動詞｣ 1 60 3 42 .4 % 51 .7 %
1 0 0 %

和語 1 49 8 40 .0 % 48 .3 %

助詞相当の 複合辞

6 7 7 1 7 .9 %

に お い て 1 5 6 4 .1 % 23 .0 %

1 0 0 %

に 関し て 2 9 0 .8 % 4 .3 %

に 対 し て 6 4 1 .7 % 9 .5 %

に つ い て 1 3 1 3 .5 % 1 9 A %

に よ つ て 2 9 7 7 .9 % 43 .9 %

3 . 2 . ｢ する動詞｣

｢ する動詞｣ は , 動詞全体 の5 1 . 7 % を占め ,
延 べ 語数1603 , 異 なり語数3 71 で あ っ た｡ そ の 補

語の 語種の 内訳を ( 表 2 ) に 示す｡ ｢ する動詞｣ の96 .1 % が ｢ 漢語｣ に ｢ する｣ が つ い た もの で

あり ,
これ は漢語系の ｢ する動詞｣ の重要性 を示 して い る ｡ ｢ する動詞｣ の 頻度1 1以上の 漢語動

詞を末尾 の 資料に示す｡

( 表 2 ) ｢ す る動詞｣ の補語の種類

｢ する動詞｣ 異なり 総数 割合

漢語動詞

漢字 2 字+ する 32 0 1 4 67 91 .5 %

漢字 1 字 + する 1 4 74 4 .6 %

合計 33 4 1 54 1 9 6 .1 %

そ の他 の ｢ する動詞｣

漢語( カ タ カ ナ) + 化する 2 0 3 9 2 .4 %

カ タ カ ナ + する 1 6 四 1 .4 %

ア ル フ ァ ベ ッ ト 十する 1 1 0 .1 %

合計 3 7 6 2 3 .9野

3 71 1 6 0 3 1 0 0 .0 %

本研究で は, ｢ 化する｣ とい う見出し語を設け, 3 9 語の ｢ 化する｣ 動詞を検出した｡ ｢ 化する｣

動詞に は, 前件に 漢語をと る ｢ 安定化｣ ｢体系化｣ ｢ 臭素化｣ な どの漢語が2 4 語,
ま た∴ カ タ カ ナ

語をとる ｢ エ チ ル エ ス テ ル 化｣ ｢ デ
ー

タ ベ
ー

ス 化｣ な どが15 語あ っ た｡ こ の他, ｢ する動詞｣ に は

｢ カ タ カ ナ語 + する｣ , 例え ば ｢ デザイ ンす る｣ ｢ ス ク リ ー ニ ン グする｣ など の形が ある｡ ｢ ア ル フ ァ

ベ
ッ ト + する｣ も ｢I m m u n o bl o tti n g する｣ が 1 語だ けあ っ た ｡ ア ル フ ァ ベ ッ ト

.

i ' カ タ カ ナ に

｢ する｣ が つ い た形 は ｢ オ ブ ソ ニ ン化する｣ ｢ プ レ イ ン キ ュ ベ
-

シ ョ ン する｣ な ど非常に専門化 し

た単語が多く, 専門家以外に は全く意味が分か ら ない語が多 い ｡
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3 . 3 . 和語動詞

和語動詞の 延乍語数は1 498 , 異なり語数16 4
注 2)
で あ っ た｡ 和語動詞 の 出現度数が1 1 以上 の も

の を末尾 の 資料に示す｡

･ 異なり語数が少七い の が和語動詞の 大きな特徴 で ある ｡ 和語動詞と ｢ する動詞｣ は そ れぞ れが

動詞 の は ぼ半分
l

,
% 占め て い た が , 出現度数が 1 と い う動詞は ,

｢ する動詞｣ の,1 55 語 に対 し
p

,

. 和語

動詞は84 語 と少な い ｡ ｢ 検討 をする｣ ｢ 目的とする｣ の よう に 格助詞を伴う補語を もっ 本動詞の

｢ する｣ を はじめと して ,
｢ 行 う｣ ｢ 用 い る｣ な ど限られ た語 の 出現度数が非常 に多 い こ と がわ か

る｡

和語動詞の もう 一

つ の 特徴として , ｢ する動詞｣ に較 べ ,
日本語初級か ら登場するよ うな易 し

い 動詞が 多い こと も挙 げられ る｡ ま た, ` 薬学で しか使わな い 専門的な動詞 は見あたらない ｡

3 . 4 . 活用形

調査対象 と した要 旨集に お ける動詞の 活用形全体 の 頻度 は ( 表 3 ) に示す通 りで あり , 特に

｢ た形｣ ｢ る形｣ が 多く全体 の72 ･4 % 卑占めて い る ｡ 学会の要 旨集で ある ため, 内容は[ 目的][方法]

[結果][考察] に分か れて い る が ,
全錘に文体 は 簡潔で , 儲 量や条件な どの 表現が少な い と い う特

徴が み うけ られた ｡

ま た, 否定形の数も少なか っ た｡ - 動詞の 文中の否定形に ｢ な い で｣ と ｢ ず ･ ら. れず｣ が あるが ,

｢ な い で｣ が 1 件で あるの に対し ,
｢ ず ･ られず｣ は14 件と, 文語で ,

よ り改ま っ た形 で ある ｢ ず｣

の 方が使用頻度が非常 に高 い こ とも薬学日本語の 特徴 の -

?
と考え られ る ｡

( 表 3 ) 動詞 の活用形の頻度

総数 3 1 01
･

1 0 0 .0 %

･ た形
`

1 1 85 3 8 .2 % て 形 ･

_
2 97 9 .6 %

る形
■

1 0 61 5 4 .2 % 否定形 84 2 .7 %

連用中止形 45 6 14 .7 % そ の他 ･1 8 b .6 %

要旨と い う文形態で は , ｢ る形｣ ｢ た形｣ を中心と した簡潔 な文体が多 い と い う特徴が認 め られ

た ｡

4 . 助詞相当複合辞

こ こ で の 助詞相当の 複合辞 ( 以後, 複合辞と 略称する) と は ｢ に よ っ 七,
に よる｣ ｢ に つ い て｣

｢ に お い て ,
に お ける｣ ｢ に対して ,

に 対する｣ ｢ に 関 して ,
に関する｣ の 5 種 9 形態を指 し, そ

れ ぞれ ｢ に よ っ て｣ ｢ に つ い て｣
■
｢ に お い て｣ ｢ に対 して｣ ｢ に 関して｣ の見出し語 で集 めた｡ 本調

査で 扱 っ た語嚢全体o )
l
ぅち, 複合辞が全体の17 .9 % を占め

, 文中で の出現率は非常に高い ｡ その

ため
, 指導上の 指針を求めて , 複合辞 の 前に 現われ る前件語を分析 した｡
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4 . I . 複合辞の 前件語

複合辞の前件語の 語種 の割合を以下の ( 表 4 ) に 示した ｡ 漢語 は漢字の み か ら成 っ て い る語 ,

｢ 混種語｣ は, 漢字,
ひ らが な, カ タ カ ナ , ア ル フ ァ ベ ッ ト, 数字の い ずれ か 2 種以上 を含 む語

で ある ｡ ｢ そ の 他｣ に は, 補部 に文を とる もの , ひ らが な, カ タカ ナ ,
ア ル フ ァ ベ ッ ト

, 数字の

い ずれか 1 種か ら なる語 な どを含ん で い る ｡

ま ず, こ れ らの 複合辞の前 に 頻繁 に現わ れ るの は漢語 で あり ,

】
5 種 の 複合辞の う ち, ｢ に よ っ

て｣ 以外 は漢語が前件 に最 も多く現わ れ て い るo ｢ に つ い て｣ の場合 はその 割合が 7 割以上 に及

ん で い る ｡ ま た, 形態素が 2 以上の･漢字熟語が占める割合はい ずれ の 複合辞も高く, 少な い もの

で も ｢ に 対 して｣ の 場合が漢語全体の 48 .0 % 占め ,
｢ に お い て｣ の 場合で は68 .4 % に も達 して お

り , 総じて 長めの漢語が現われる こ とが わかる ｡ 長い もの で は ｢ 半 ｡ 経験 ｡ 的 ｡ 分子 ｡ 軌道 ｡ 法 ｡

計算｣ の よう に 7 形態素に なる もの もあり, 非漢字圏の学習者に と っ て は理解が困難 である と思

われ る｡

( 表 4 ) 複合辞の前件語の語種

語種 ｢ に よ つ て｣ % ｢ に お い て｣ % ｢ に つ い て｣ % ｢ に 対し て｣ % ｢ に 関し て｣ %

和語 7 2 .4 % 3 1 .9 % 4 3 .1 % 3 5 .1 % 1 3 .4 %

漢語 99 3 3 .3 % 91 5 8 .3 % 9 6 7 3 .8 % 2 5 4 2 .4 % 1 9 6 5 .5 %

混種語 11 5 3 8 .7 % 48 3 0 .8 % 2 4 1 8 .5 % 1 9 3 2 .2 % 7 2 4 .1 %

そ の 他 76 2 5 .6 % 1 4 9 .0 % 6 4 .6 % EEL 2 0 .3 % 2 6 .9 %

計 29 7 1 0 0 .0 % 15 6 1 0 0 .0 % 13 0 1 0 0 .0 % 59 1 0 0 .0 % 2 9 1 0 0 .0 %

次に多く前件に現わ れる語種 は混種語で あり , 出現率は20 % 弱か ら30 % 台で ある｡ ｢ に よ っ て｣

に 関して言え ば, その前件に は混種語が最も多く現わ れ, 38 .7 % の 出現率とな っ て い る｡ ｢ に よ っ

て｣ は多くの場合, 方法や手段を表わすため ,
そ の前 に は実験方法や反応な どを表わす語嚢が多

く置か れ , 必然的に 漢字と カ タ カ ナ, 漢字と ア ル フ ァ ベ ッ トな どの 組み合わせ が多くなり, その

結果, 混種語の 出現頻度が高く な っ て い る と思 われ る｡ ま た ｢ に よ っ て｣ の 混種語全115 の うち

漢語が使われ て い る混種語は100 に の ぼり , 漢語の 理解が混種語 の理解 に繋が る こ とが分か る ｡

そ の 他 の 複合辞 で は混種語が前件 に 出現する回数 は漢語 の次 に多くな っ て い る｡ い ずれ の 複合辞

も前件語の うち , 漢語 と混種語を合わせ ると全体の 7 割か ら9 割を占め て い る ｡ そ れに 対し, 和

語の 出現率 は非常に低く, 平均すると僅か3 .6 % に す ぎな い ｡ 全複合辞の 前件語の 語種の 割合を

( 表 5 ) に 示す｡

( 表 5 ) 複合辞の前件語の 語種

和語 1 8 2 .7 %

漢語 33 0 4 9 .2 %

混種語 2 1 3 3 1 .7 %

そ の 他 1 1 0 1 6 .4 %

計 6 71 1 0 0 .0 %

- 5 4 -



日本薬学会要 旨集に よ る薬学専門日本語の 語嚢調査

次に複合辞全体の前件に 現われ る漢語す べ て を合わせ て , 出現頻度を調 べ , 頻度順に上位3 7語

を末尾の 資料に示 した｡ こ の 上位37 語で 漢語総数332 中17 1 (52 .0 % ) を占め て おり, 出現頻度の

低い 語も･数が多い もめの , 複合辞の前件に多く現われ る漢語の 傾向を探る こ とが で きる｡

5 ･

. ･ 和語動詞 の補語

5 . 1 . 頻度上位の 和語動詞 の補語

和語動詞に つ い て は, 3 節で異 なり語数が少 なく , 専門分野 に 限らず
一

般的に もよく
`

使われ る

動詞が多 い こ とをみ た｡

中で も上位 3 語 は, ｢ する｣ ( 217 語13 .8 % ) , ｢ 行う｣ ( 174 語1
･

1 . 1 % ) , .｢ 用 い る｣ ( 168 語10 .6 % )

と高い 頻度を示 し, 3 語合計で559 件 , 全体の1 8 .0 %
, 和語動詞の37 .3 % を 占め て い る ｡▲ 今回, 動

詞
､

を中心に指導のキめ の 語嚢リ ス ト を作 る に あ たり ,
こ の 非常に 使用頻度 の 高 い動詞に つ い て 補

語 とな る名詞 を調 べ る こと に した｡ . こ れ らの動詞を使
i
, た文の意味がわか れば ,

わずか 3 語で 全

体の 約20 % の 文の意味がわ かるか らで ある ｡

｢ 行う｣ が最.も漢語 (82 .8 % ) が多く混種語 (13 .2 % ) が少ない ,
それ に対 して ｢ 用い る｣ が

最 も混種語 (57 .1 % ) が多く漢語 (19 .6 % ) が 少な い .I- r 行 う｣ ｢ する｣ ｢ 用 い る｣ の 順 で 次第 に

混種語の 割合が高く なる与とが観察され る ｡ ま た, 異なり語数 も ｢ 行う｣ が17 4 中6 6 で最も少 な

く , 次い で ｢ する｣ の217 中125 , ｢ 用 い る｣ は16 8 中134 と, 総数 が最 も少な い に もかか わ らず異

なりは最も多く な っ て い る ｡

1 表 6 ) 和語動詞の 補語の 語種

補語の 語種 ｢行う｣ 異なり語 6 6 ｢ する｣ 異なり語 12 5 ｢ 用 い る｣ 異な り語 1 3 4

和語 1 0 .6 % 8 3 .7 % 3 1 .8 %

湧語 1 4 4 82 ー8 % 1 33 6 1 .3 % 33 ..
1 9 .6 % .

混種語 2 3 1 3 .2 % 51 2 3 .5 % 96 5 7 .1 %

そ の 他 6 3 .4 %
' 25 1 1二5 % 36 21 .4 %

総数計 1 7 4 10 0 .0 %
■

2 17 1 00 % 1 68■ 1 0 0 .0 %

動作性名詞 1 65 9 4 .8 % 14 6 .5 % 6 3 .6 %

5 . 2
. ｢ する｣ ｢ 行う｣ ｢ 用 いる｣ の補語

2

｢ する動詞｣ の ｢ する｣ は, 実質的な意味を , 動作を表す動作性名詞で あ る前件 の 名詞に あず

けて
,
み ずか らは文法的な機能の み を畢たす, 村木19 9 1

7)
の い う機能動詞の 典型で ある｡ したが っ

て
, 動詞ゐ前件に くる , 漢語を中心とする名詞 こ そ が , 働 詞の実質的な意味を表 して い る･こと に

な る｡

格助詞に よる補語 をと る ｢ する｣ も, ｢ 行う｣ も, ま た , 村木199 1 の い う機能動詞 の ように 思

われ る ｡ そ こ で ,
こ の 3 種の動詞の 補語と なる名詞に つ い て , 格助詞を抜 い て ｢ する動詞｣ に な

るか どうか で , 動作性を確認 した ( 表 6 ) 0
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｢ 行う｣ の 補語は94 .8 % が動作性名詞で あり
,
ほ ぼ動作性名詞 しか釆ない の で , 機能動詞で あ

ると判断され る ｡ そ れ に対して格助詞 ｢ に｣ ｢ と｣ に より補語 をと る ｢ する｣ は補語と なる動作

性名詞の 割合が6 .5 % と非常に 低く , 実質動詞で ある ｢ 用 い る｣ の3 .6 % に近 い 値をとり ,
｢ 行う｣

の よう な機能動詞と は考え られ な い ｡ 即ち , ｢ する動詞｣ の ｢ する｣ と異なり , 補語に 格助詞を

とる用法 で は ｢ する｣ は機能動詞で はなく , 実質的な意味を持 っ 動詞と して 働い て い る と考え ら

れ る ｡

｢ 行 う｣ の 補語 の語種に 見られ るよ うに , 動作性名詞 は純粋 な名詞よ り漢語が82 .8 % と多く,

異なり語数が66 と少なく , 出現頻度 1 の 語嚢 は42 で 全体の24 .1 % に過 ぎな い ｡ こ の 3 種の中で は ,

機能動詞の ｢ 行う｣ の補語の語嚢の異 なりが最も小さ い ｡ そ れに 対して , ｢ 用 い る｣ は, 漢語19 .1

% に対 して 混種語57 .1 % と混種語の 割合 が高く , 異なり語数 は134 と最 も多く , 出現頻度 1 の 語

嚢が114 で全体の67 .9 % を占め , 語嚢の 異なりが大きい ｡ ｢ する｣ は混種語の 割合が61 .3 % , 異な

り語数125 , 出現頻度 1 の 動詞数は87 で 全体 の40 . 1 % と
, 語嚢の 異なり は ｢ 行う｣ と ｢ 用 い る｣

の 中間に なる｡

補語の 分析か ら, ｢ 行う｣ ｢ する｣ ｢ 用 い る｣ は , 動詞 と して ,
か なり異な る性質を持 っ こと が

わか っ た ｡ ｢ 行う｣ は ｢ する動詞｣ の ｢ する｣ と同様の 機能動詞で あり , 補語は漢語 の割合が高

く
, 語嚢の 異なりが小さ い ｡ ｢ 用 い る｣ は そ の 対極 に あり, 混種語の 割合が高く , 出現頻度 1 の

語嚢が , 全体の 約70 % 近くを 占め , 補語 の 異な り は大き い ｡ ｢ する｣ は 混種語 の 割合 も, 語費 の

異なりも, 機能動詞の ｢ 行う｣ と ｢ 用 い る｣ の 中間で , 複合辞全体 の前件語の 割合と比較的近い ｡

複合辞も種類に より語種の ば ら つ き を見せ た よう に , 通常の 動詞も各々 , 語種の 取り方 に特徴が

あると思われ る｡

しか し, 本動詞 の ｢ する｣ と ｢ 用い る｣ の 合計の 補語 の語種の割合 ( 蓑 7 ) は, 複合辞全体 の

前件語の語種の割合 ( 表 5 ) と ほぼ 同様の 分布を示して い る｡ 即ち ,
これ ら の 補語が純粋な名詞

であり
, 合わ せる と, 語種も名詞の は ぼ平均的な様相を呈して い る こ とを窺わせ る ｡

( 表7 ) 和語動詞 2 種の補語の語種

和語 l l 2 .9 %

漢語 1 6 6 4 3 .1 %

混種語 1 4 7 3 8 .2 %

そ の 他 6 1 1 5 .8 %

汁 3 85 1 0 0 _0 %

｢ する｣ と ｢ 用 い る｣ を合わせ た漢語の 補語の 上位語リ ス トを末尾 に掲 げる｡ 複合辞の場合と

同様, 漢語に 限定するの は
, 漢語以外の語 は, 薬品名 や方法名な どの 英語名その ま ま の極め て専

門的な語か ,
｢ マ ウ ス｣ , ｢ モ デ ル｣ な ど英語由来の 易 し い 外来語で; あ まり指導 の 必要が な い も

の の どち らかで ある こ とに よる ｡
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6 . 薬学専門日本語の 語曇指導の 指針

3 節 で は , 和語動詞 と ｢ する動詞｣ め比較か ら, 和語動詞に は初級の語嚢も多く , 専門的な語

嚢 は見られ年い の に対し,
I
｢ する動詞｣ 古手, 漢語動詞が大部分を占め

'
, 専門的な語嚢が多 い こ と ･

特 に カ タ カ ナ語の ｢ する動詞｣ に は普通 で は理解で きないよう な専門的な語柔がある こ とが指摘

され た｡ 4 節 , 5 節で は ,
､

同様に , 複合辞の 前件語 , 動詞の補語 に も, 混種語や.そ の 他の 語種の

語糞 は極 めて専門的な語嚢が多 い こ と ,
ま た

,
混種語に は漢語 を含む もめが多い こと等が指摘さ

れ た｡

したが っ て
, 専門基礎語嚢 の 指導 の要点 は漢語 に あ る こ とが示唆さ れた ｡ 和語 は専門語で はな

く ,

■

そ れ以前 の 日本語基礎語嚢 ,
ある い は

,. 加納19 90
1)
で 指摘され た中間語 で ある可能性が高 い

が
, 専門語嚢の 導入以前 に知 っ て おか なければ な らない 語柔で あろ う｡

薬学専門日本語の 語嚢教育の 資料と指針を求めて ,
基礎的な語褒詞査を した結果 , 専門語嚢を

導入する ため の 方向性が見えて き た｡ 専門語童教育を効率的に進め る に は使用頻度 の 高 い 語柔か

ら導入すると い うの も
ー

つ の 方法で あ る ｡

使用頻度に よる語嚢指導に は, 以下 の よ うな指導傾が考え られる ｡ 孝ず, 文 は骨格とな る動詞

の 意味が わか らなけれ ばな らな い が ,
幸 い 動詞 は名詞 に比 べ て 語嚢 の異 なりが小さ い ｡ そ こで ,

より異 なり語数が少なく ,

一 般的で , 専門語嚢以前と考え られ る和語動詞, 次い で ｢ する動詞｣

を前件語の頻度順 に導入する｡ 次に , 麺類が少なく使用頻度 の高 い 助詞相当複合辞 の 意味を導入

し
,

.共起する前件名詞を頻度順 に教える｡ さ ら に , 和語動詞 の主 なもの に つ い て , 目的語とな る

･

名詞を頻度甲高 い 順に導入するb

専門日本語の語費教育 を動詞, 複合辞の 前件語 , 補語名詞 の頻度順 にすると い う
一 つ の 方法が

示唆さ れた｡ . そ の た め に は , 末尾, 参考資料の ｢ する動詞｣ , 和語動詞 , 複合辞の 前件語 , 動詞

の補語 の 頻度順リス トが参考 に なるだ ろ う｡

.7 , まとめ

薬学会要旨集の デ ー

タ を基 に , 薬学専門日本語の 基本語嚢の抽出を試み た｡ 動詞を中心に 分析

を進め , 使用頻度 の高い
.
複合辞や和語動詞に つ い て , 前件語や補語の 分析に も踏み込ん だ ｡ 動詞,

複合辞の前件語 , 補語と種類 ごと に細かく頻度 をと る方法で ,

一

気 にす べ て の語 の頻度をと る と

い う手法 で は見え て こ ない 細部か ら薬学 日本語 の使 い分けの特徴と指導の 指針が見え て きた ｡

1 ) 動詞は ｢ する動詞｣ と ｢ 和語｣ が ほ ぼ半数ず つ を占め, 前者 の う ちは と んとが ｢ 漢語 + す

る｣ で , 専門的な語嚢が数多く 見られ る ｡ 和語は異 なり語数が少な く ,
比較的や

.
さ しい 語柔が多

か っ た ｡ 動詞由来 の助詞相 当複合 辞も種類 が少な い が使用率が高 い ｡ 2 ) ｢ する ｣ は格助詞 な し

で 使われ る場合に は機能動詞で あるが , 格助詞が っ く場合に は機能動詞と して ｢ 行う｣ が使われ

ると い う
, 使 い 分けが あ る こ.とが わか

っ た｡ 即ち 卜 格助詞に よ り補語をと る ｢ する｣ は実質的な

動詞で ある ｡ 3 ) 薬学専門日本語で は , 否定形 で は ｢ な い で｣ よりも ｢ ず｣ , 格助詞付きの 機能

動詞も ｢ する｣ より ｢ 行う｣ 等 , 文語や ,
より難 しい語 を多用する特徴が認め られ た｡ そ の他,
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4 ) 名詞に は漢語や混種語の 形態素数の 多い , 長 い語嚢が多い と い う専門日本語 に共通する特徴

も認め られた｡

今回, ｢ する動詞｣ と和語動詞の 頻度リス ト, 種類は少な い が使用率の 高い , 助詞相当複合辞

の 前件語の 頻度リ ス ト ,

` 和語動詞上位語の 補語名詞 の頻度リス トな ど, 薬学専門日本語の専門基

本語を抽出するた めの 基礎と なる語嚢リ ス トが いく つ か作成され た｡

今後 は これ らの リス ト を基 に ,
どの よう に薬学専門語と中間語を選別 して い くか と い う点 を考

え て い き た い ｡

注

注 1 助詞相当の複合辞と考え られ るもの で も ｢ に と っ て｣ 等少数の もの は ｢ と る｣ に入れ た ｡ ま た ,
｢ と

して｣ は動詞性が か なり残 っ て い るもの が多い と い う こと で
,
｢ す る｣ と判定 した ｡

注 2 動詞は書かれ て い るまま漢字, 平仮名表記をそ の まま見出し語と した｡
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付 録

[資料 1 ] ｢ す る動詞｣ と和語動詞の 高頻度語

｢ する動詞｣ の頻度リ ス ト 和語動詞の頻度リ ス ト

3 類漢語動詞_ 頻度.
和語動詞 頻度

1 検討する 84 1 する( と す る) 21 7

■
2 測定す る 58 2 行 う 17 4

3 報告す る 49 3 用い る 16 8

4 示唆す る 41 ･ 4 得る 89

5 関与す る
:

3 3 5 示す 62

6 有す る 31 6 な る 58

7 投与す る 29 7 考 え る 47

8 比較す る 29 8 言忍め る 39

9 確認す る 2 6 9 . あ る 36

1 0 調製す る 24 1 0 で き る 29

l l 発現す る 24 ll 見 る 29

1 2 存在す る .
23 Eg 調 べ る ,27

1 3 検 出す る 22 1 3 ･ 明 らか と( に) す る 26

1 4 観察す る 1 9, 1 4 明 らか と( に) な る 26

1 5 合成す る 1 9 1 5 試み る 24

1 6 作成 する 1 9 1 6 含む 23

1 7 導入す る̀ 1 8 1 7 知 る 22

18 抑制 す る 1 7 1 8 わ か る 22

1 9 介 する 1 6 1 9 異な る 19

2 0 生成 す る 1 6 田 持 つ 19

p2 1 添加 す る 1 6 2 1 見出す 14

2 2 評価 す る 1 6 2 2 比 べ る
､

1 1

2 3 解析 す る 15 2 3 加え る 11

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

･ 2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

34

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9.

4 0

利用す る 15

単離 す る 14

誘 導す る 14

開発す る 13

期 待す る 13

減少す る 13

構 築す る 13

作 用す る 13

使用す る ー12

増 加す る ' 12

抽出す る 12

結合す る 11

消失す る 11

処理す る 11

進行す る 11

推定す る 11

培養す る 11

2 4 伴 う 11

[ 資料2 ] 複合辞の前件語と和語動詞の楠語の頻度リ ス ト

複合辞前件語 和語動詞の 補語

前件 の 漢語 頻度 補語 の 漢語 頻度

1 作用 12 1 目的 29

2 反応 11 2 細胞 10

3 影響 10 3 指標 6

4 治療 9 4 因子
一
4

5 効果 8 4 基質 4

6 阻害
.

7 4 触媒 4

7 患者 6 4 対象 4

7 過程 6 4 分析 4
'

7 細胞 6 4 歯媒 4

10 解析 5 10
一 環 3

1 0 方法 5 10 外層 3

10 結果 5 10 化合物 3

10 処理 5 10 基盤 3

14 培養 4 10 結果 3

14 亜鉛 4 10 研修 3

14 研究 4 10 試薬 3

14 誘導 4 10 生成物 3

18 変化
_

3 1 0 配位子 3

18 関係
'

3 1 0 必要 3

18 投与 3 10 皮膚 3

18 物質 3 1d 部位 3

18 構造 3 22 契機 2

18 分析 3 22 検 出器 2

18 放射線 3 22 原料 2

18 構造 3 22 酵素 源 2

18 部 位 3 22 構造 2

18 分化 3 22 抗体 2

18 組 織 3 22 頭目 2

18 管理 3 22 錯体 2

18 薬 剤 3 22 主 2

18 相 関 3 22 ･受容 体 2

1 8 活性 3 22 食 品 2

18 酸素 3 22 標 的
■
2

18 症例 . 3 2 2 物 質 ■ 2

18 副作用 3 22 方法 2

18

1 8

化合物 3

選択 3

22 誘導体 2

合計 135 (3 5 % ).

合計 1 71 (5 2 % )
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